
11 保土谷化学　統合報告書 2021 12

VISION

スペシャリティ製品を軸とした 
オリジナリティにあふれる 

ポートフォリオと 
環境に優しいモノづくりで、 
持続可能な社会の実現に 

貢献する企業

私たちを取り巻く環境は日々変化しておりますが、持続可能な社会の構築がキーワードとなり、さまざまな社会
課題があります。保土谷化学グループは、経営理念に基づく企業活動が社会課題の解決につながり、課題解決
のプロセスが企業価値創造のプロセスであると認識しております。目指す企業像に向け、研究開発・生産・販売
部門が三位一体となり、機能性色素・機能性樹脂・基礎化学品・アグロサイエンス・物流関連の各分野で、	
高いスペシャリティを発揮した企業活動を継続しております。

自然資本
• �エネルギー使用量 
（原油換算）　27,312kl
• �水使用量　10,552千t

人的資本
• �主体性をもった人材
• �従業員数　789名
• �女性比率　18.6%
• �外国籍従業員雇用率　23%
• �人件費　2,236百万円

知的資本
• �産学共同（新規素材開発）実施
• �研究開発費　33.8億円、 

売上高比率　8.2%
• �知的財産保護に対するノウハウ

製造資本
• �グローバルな生産拠点体制	

生産拠点数 
（国内3拠点、国外1拠点）
• �設備投資額　31億円、 

売上高比率　7.6%
• �省エネルギー機器の導入
• �環境配慮原材料の使用

社会・関係資本
• �保土谷化学とパートナーが 

同レベルの調達方針
• �安心・安全な製品の開発、 

製造体制
• �販売子会社（国内6社、海外4社）

財務資本
• �純資産� 43,654百万円
• �1株当たり純資産� 4,886円

インプット

地球環境

✓ �気温上昇や災害の頻発などの
環境問題が世界経済に与える
影響の深刻化

✓ �COP21におけるパリ協定採択

外部環境認識

p.13~p.14

社会

✓ �社会価値台頭への対応
✓ �国連におけるSDGs採択
✓ �GPIFによるPRI署名
✓ �経団連による「企業行動憲章」

改定

人(会社と組織）

✓ �先進国の少子高齢化、 
生産年齢人口減少

✓ �女性の社会進出、ダイバーシティ
の高まり

✓ �足元の新型コロナウイルス感染
症対策等、健康に対する関心の
いっそうの増大

✓ �労働安全衛生マネジメントシステム
への要求継続

✓ �ライフスタイルの多様化
✓ �人権の尊重と公正な労働慣行

のいっそうの高まり

ガバナンス

✓ �コーポレートガバナンス・コード
の2021年改定

✓ �上場企業における品質不正問題
や内部統制上の重要な不備の
発生継続

✓ �パンデミックリスク、ディザスター
リスクの顕現

強み

長年にわたり 
積み上げてきた 

チカラ

機能素材 
評価力

機能素材 
開発力

高純度化 
技術力

揺るぎない３つの 
基盤技術

生産 
技術力

研究 
開発力

価値 
創造力

進化し続ける3つの 
企業力

p.31~p.32

https://www.hodogaya.
co.jp/company/vcp/#a1

アウトプット

機能性色素
有機EL材料、イメージング材料、	

色素材料

機能性樹脂
樹脂材料、建築材料、特殊化学品

基礎化学品
過酸化水素および誘導品、	
その他工業用基礎原料

アグロサイエンス
除草剤、殺虫剤、酸素供給剤

物流関連
倉庫業、貨物利用運送取扱業

自然資本
環境に配慮した製品や生産体制で
提供し、環境負荷を軽減

• �CO2排出量　前年度比▲1%以上
• �産業廃棄物発生量　前年度以下
• �エネルギー使用量　前年度比▲1%以上

人的資本
働きやすい環境を創出し、	
従業員の幸福を実現

• �従業員エンゲージメント向上
• �新規応募者に占める女性比率　30%

以上
• �管理職に占める女性比率　10%以上
• �有給休暇取得率向上

知的資本
新たなイノベーションを創出し、	

企業価値を向上
• �売上高に対する新製品比率の向上

社会・関係資本
企業の信頼性を確立し、	
透明性ある経営の実現

• �グローバルレベルの調達方針の遵守
• �違反ゼロ、無災害、休業災害ゼロ

財務資本
強固な財務基盤

• �DOE向上

p.23~p.30 p.15~p.16

基礎化学品
68億円

アグロ	
サイエンス
55億円

物流関連
18億円

機能性色素
165億円

機能性樹脂
102億円

アウトカムビジネス　モデル

SPEED 
25/30

新
・
中
期
経
営
計
画

（2020年度）

p.19~p.22

売上高

411億円
2020年度

p.31~p.32

三位　　一体

価値創出を

経営 理念 p.1

p.33~p.50支える基盤

常
に高品質の製品・　サービスを提供

生産部門 販売部門

研究　 開発 
　部　 門

　独
自の

技術力・ネットワークを　　活かして多種多様な要望に対応

保土谷化学グループの価値創造プロセス

https://www.hodogaya.co.jp/company/vcp/#a1



